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研究の全体概要 

 近年、絶滅危惧種であるはずのアオウミガメの急増に伴う摂食圧の増加により、熱帯・亜熱帯域の海

草藻場が衰退・砂漠化する現象が世界中で確認されている。特に日本の八重山諸島では、絶滅危惧種で

あるウミショウブ藻場が壊滅的な被害を受け、数年内で国内絶滅する恐れがあり、緊急の対応が必要

である。本研究では、アオウミガメの摂食圧の増加に起因する南西諸島の海草藻場の衰退・砂漠化とい

う環境問題に対して、生態学的・社会学的科学基盤に基づくアオウミガメと海草藻場の共存政策を提

案することを目的とする。生態学的アプローチとして、(1)ドローン空撮によるアオウミガメの自動検

出技術の開発と個体数推定、(2)アオウミガメの生態・生活史に関する知見の収集、(3)海草藻場の環境

収容力の評価と藻場回復・造成技術の開発を実施した上で、これらの情報を基に(4)藻場摂餌集団の個

体群動態モデルを開発し、環境政策（個体数管理・藻場造成）を実施した場合の各種シナリオに基づく

アオウミガメ個体群と海草藻場への影響評価を行う。これらの生態学的調査は、西表島、伊良部島、久

米島の海草藻場を対象とする。一方で、実際に環境問題として顕在化している西表島、久米島を対象と

して、(5)ステークホルダーを対象とした環境社会学的分析に基づき、地域社会が合意・実現可能な共

存政策の在り方を分析する。以上の 5 つの研究成果に基づき、生態学的・社会学的科学基盤に基づく

アオウミガメと海草藻場の共存を実現する環境政策を提案する。広域的な貢献としては、環境省への

レッドリスト再評価の定量情報の提供、沖縄・鹿児島海区漁業調整委員会への採捕許可頭数の科学的

根拠の提示を行う。地域における貢献としては、環境省が進める崎山湾・網取湾自然環境保全地域生態

系維持回復事業や久米島町が主催する海洋動植物保護・漁業共存対策協議会に対して、地域の実情を

踏まえた具体的な共存・管理政策を提案する。 
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